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         LESSON 9 
               ～分詞～ 

  

                第５５講 

                 

 

             現在分詞の文型 
 

 

 句がどんな品詞の働きをするのかの表  
 

  

     （ 名 ）  〈 形 〉   ［ 副 ］ 

  

      Ving‥                      動名詞  

  

         to V‥         to V‥     to V‥      不定詞 

 句     

                      Ving ‥    Ving ‥【分構】  現在分詞 

                            Vpp ‥        Vpp ‥【分構】  過去分詞 

 

                         前置詞＋名詞   前置詞＋名詞   前置詞句 

 

      ☟        ☟        ☟ 

    S,O,C,目,同格   名詞を修飾     名詞以外を修飾 

              C になる     
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 Ving...はワンセットと考えよ！（能動） 

 

   M                 M         M       M 

 

  Ving （O/C） 
       (having Vpp)    ５通りの組み合わせ     

                                                

            

                                               第１文型 ❶ 

                           第 2 文型 ❷ C 

                                        第 3 文型 ❸ O 

                                               第 4 文型  ❹ O O 

                                    第 5 文型  ❺ O C 
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 being Vpp はワンセットと考えよ！(受動) 

 

           M                   M              M 

 

 being Vpp  O（O/C） 
      (having been Vpp)      3 通りの組み合わせ  

                                                      

            

                                                     第１文型 ❶ 

                                   第３文型  ❸ O 

                                             第２文型  ❷ C 
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 そのワンセットの働きはこうだ！  

 

           動名詞  名詞の働き（S,O,C,目になる） 

               「…すること」  

 Ving…                  

             形容詞の働き 

            〈名詞を修飾、C になる〉  

        現在分詞   「…している」 

       

             副詞の働き[分詞構文] 

 １．時「…したら」 

 ２．理由「…なので」 

 ３．条件「…ならば」 

 ４．逆接「…だけれど」 

                       ５．付帯条件「…しながら」 

                                    ６. 継起「そして…する」 

 

  

                    

             形容詞の働き 

            〈名詞を修飾、C になる〉  

(being) Vpp   過去分詞   「…される、…された」 

       

             副詞の働き[分詞構文] 

 １．時「…したら」 

 ２．理由「…なので」 

 ３．条件「…ならば」 

 ４．逆接「…だけれど」 

                       ５．付帯条件「…しながら」 

                                    ６. 継起「そして…する」 
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  ① 現在分詞の中身が第１文型の場合  

   

   （例文）現在分詞の文型を意識して読もう！ 

 

    ☞現在分詞が前から後ろの名詞を修飾する例 

 

    ● Look at those  jogging   schoolchildren.  [55-1] 

                            V’ing 

        V   前     M      目 

          （あのジョギングしている学生たちを見なさい。） 

 

 

    ☞現在分詞が後ろから前の名詞を修飾する例 

 

        ● Look at those schoolchildren jogging in the park. [55-2] 

                                             V’ing        M’ 

        V   前            目                        M 

          （あの公園でジョギングしている学生たちを見なさい。） 

 

 

    ☞現在分詞が C（主格補語）になっている例 

        ●   He   remained    standing all the way. [55-3] 

                                V’ing        M’ 

               S       V                 C 

     （彼はずっと立ったままでいた。） 
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    ☞現在分詞が C（目的格補語）になっている例 

 

        ●  He  kept  me   waiting for an hour. [55-4] 

                          V’ing        M’ 

             S    V    O          C 

      （彼は私を一時間待たせた。） 

 

 

    ☞現在分詞が分詞構文（付帯状況）として働いている例 

 

        ●   She   came    skipping   up to me .  [55-5] 

                               V’ing        

          S       V         M          M 

            （彼女はスキップをしながら私に近づいてきた。） 
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  ② 現在分詞の中身が第２文型の場合  

 

        ☞現在分詞が後ろから前の名詞を修飾する例 

     

    ●  I talked to a girl  remaining silent. [55-6] 

                                   V’       C’ 

       S    V   前  目         M 

          （私は黙ったままでいた女の子に話しかけた。） 

 

 

    ☞現在分詞が C（主格補語）になっている例 

        ● He  kept   growing tall. [55-7] 

                          V’    C’ 

            S    V        C 

     （彼は背が高くなり続けた。） 

 

 

    ☞現在分詞が C（目的格補語）になっている例 

        ●  I  saw  her face   turning red.  [55-8] 

                              V’    C’ 

            S    V        O        C 

     （私は彼女の顔が赤くなっていくのを見た。） 

 

 

    ☞現在分詞が分詞構文（理由）として働いている例       

 

        ●  Getting angry at me ,  she  hit  me. [55-9] 

               V’      C’     M’       

                      M             S      V    O        

            （彼女は私に腹を立てて殴った。） 
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  ③ 現在分詞の中身が第３文型の場合  

 

        ☞現在分詞が後ろから前の名詞を修飾する例 

     

    ●  The men  playing cards there  are my uncles. [55-10] 

                       V’ing     O’    M’ 

         S                M              V      C 

          （あそこでトランプをしている男の人達は私のおじさんです。） 

 

 

        ☞現在分詞が C（主格補語）になっている例 

        ●  He   kept   criticizing me. [55-11] 

                         V’ing      O’ 

            S    V          C 

     （彼は私を批判し続けた。） 

 

 

    ☞現在分詞が C（目的格補語）になっている例 

        ●  I     saw    her   crossing the street. [55-12] 

                            V’ing       O’ 

            S    V      O          C 

     （私は彼女が通りを横切っているのを見た。） 

 

 

    ☞現在分詞が分詞構文（時）として働いている例     

 

        ●  Seeing the policeman ,  the thief  ran  away. [55-13] 

             V’ing          O’       

                      M               S      V     M      

            （警官を見て泥棒は逃げた。） 
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  ④ 現在分詞の中身が第４文型の場合  

 

☞現在分詞が後ろから前の名詞を修飾する例        

     

    ●  The creative man  teaching us English  is Mr. Sakaki. [55-14] 

                                V’ing    O’   O’ 

              S                   M              V      C 

          （私たちに英語を教えている創造力豊かな男の人は坂木先生です。） 

 

 

    ☞現在分詞が C（主格補語）になっている例 

        ●  He   kept   showing me good examples.  [55-15] 

                            V’ing   O’      O’         

              S       V                  C 

     （彼は私にいい手本を見せ続けてくれた。） 

 

 

    ☞現在分詞が C（目的格補語）になっている例 

        ●   I   saw   her    giving him a kiss.    [55-16] 

                           V’ing   O’    O’ 

              S       V      O            C 

     （私は彼女が彼にキスしているのを見た。） 

 

 

☞現在分詞が分詞構文（時）として働いている例 

 

        ●  Kissing him good-bye ,  she  walked  away. [55-17] 

             V’ing   O’     O’       

                      M              S     V        M  

            （彼にお別れのキスをして彼女は立ち去った。） 
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  ⑤ 現在分詞の中身が第５文型の場合  

  

☞現在分詞が後ろから前の名詞を修飾する例                         

     

     ●  The man  expecting us to realize our dreams  is Mr. Sakaki. 

                         V’ing    O’           C’ 

           S                         M                     V      C 

         （私達が夢をかなえることを期待している男の人は坂木先生です。）[55-18] 

 

 

    ☞現在分詞が C（主格補語）になっている例 

        ●  He   kept   telling us not to do the same things as others do. 

                         V’ing   O’                C’         

             S    V                     C 

     （彼は私たちに他人がするのと同じことをするなと言い続けた。）[55-19] 

 

 

        ☞現在分詞が C（目的格補語）になっている例 

        ●   I    saw    a clerk   catching a man shoplifting.  [55-20] 

                               V’ing       O’       C’ 

              S       V         O                  C   

     （私は店員が男の人が万引きしているところを捕まえるのを見た。） 

 

 

☞現在分詞が分詞構文（付帯状況）として働いている例 

    

         ● They   went   out   leaving their children alone at home. [55-21] 

                                 V’ing          O’          C’      M’ 

        S      V      M                      M 

            （彼らは子供を家に一人残して外出した。） 

 

 


